
愛知教育大学教科教育センター研究報告

第17号, pp. 105~112 (March, 1993)

自主的な探究心を育む「イヒ石」の指導
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愛知教育大学地学教室 藤 堂 幸 子

1。はじめに

地学という学問領域は、自然現象の法則性を明

らかにする自然化学の中でも、時間的・空間的な

スケールがけたはずれに大きく、実験をすること

が不可能な場合が多い。したがって、生徒には、

物理や化学においての実験にあたる自然現象の観

察や観測を行わせ、実際に経験することによって

科学的なものの考え方を身につけさせ、その結果

にもとづいて総合的な判断をする力を身につけさ

せることが必要となる。

宮本ほか(1977)"によれば、地学の目的は、

「数多くの対象についてそれを総合的に探究し、

これらの世界の変遷を明らかにするとともに、自

然現象を支配する法則を見出し、今後の人類の発

展に寄与することである」と定義されている。

地学を学ばせる目標には。

・自然現象に対して関心を深めること

・主として観察を通じて自然現象を考察し、処

理する能力を養うこと

・自然現象に関する基本的な事実や原理・法則

などに対する理解を深めること

などがあり、ものごとをある一定の立場に偏った

見方をするのではなく、いろいろな角度から見る

ことのできる態度を養うことが重要であると考え

られる。

このことについて、野々山ほか(1992)2)は、理

科教育本来の姿である、「自らの疑問を解決する

という能動的な学習場面」を取り戻すために「心

の文化」の育成が必要であると考え、生活理想の

自己確認、問題解決能力、基礎・基本の確立、を

柱とした理科教育の実践報告を行っている。

この内容についての地球の歴史分野での研究報

告としては、例えば、細山(1992)''があるが、こ

の報告では、一般に手に入りにくい化石を扱うこ

とを避け、愛知県下ならばどこでも入手が容易な

礫質堆積物を取り扱っている。しかし、生徒の興

味・関心を引きつける力においては、化石に優る

ものはない。そこで筆者らは、上記の条件を満た

す地球の歴史分野の教材の一つとして、「化石」

の指導モジュールを開発し、平成4年度の愛知教

育大学附属高等学校の理科Iの授業の中での展開

を試みた。

このモジュールは、平成六年度から施行される

新高等学校学習指導要領4)で重要とされている探

究活動・課題研究の例となるよう、総合理科およ

び地学IA、地学IB、地学IIの目標にも合致し

た内容とした。

なお、資料のうち、補助プリントNo1、No2

「有孔虫の種類」は大江(1990)5)、No3「地質時

代と古環境」は浅野(1970)6)を使用して作成した。

2。指導内容

(1)日時 平成4年6月

(2)場所 地学教室(第1時、第2時)

生物教室(第3時)

(3)学年 第1学年

(4)使用教材

教科書 数研出版 改訂版 高等学校理科I

物理●地学編

副教材 第1学習社 新編 地学図解

数研出版 地学学習ノート

地学プリント

ser.A 07「化石」

ser.A 08「微化石から古環境を探る」

補助プリント

Nol、No2「有孔虫の種類」

No3「地質時代と古環境」
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準備

シーラカンスの実物大の図(魚拓)

化石標本およびレプリカ

イチョウ(葉)、フウ(葉、球果)

砂岩(知多半島師崎層群)

砂岩を粉砕したもの

紙箱用紙、キムワイプ

ルーペ、アルマイト碗、鉄乳鉢

シャーレ、顕微鏡

(5)単元 化石

(6)単元について

a.単元のねらい

地球の誕生から今日までの長い歴史は、そのほ

とんどが「化石」と呼ばれるものによって明らか

にされている。ではその化石とは、いったいどの

ようなものなのであろうか。

「化石」というと一般的には生物の遺骸が石の

ようになったもの、と思われていることが多いが、

実際は遺骸そのものだけでなく、その生物の住ん

でいた巣穴、足跡、フソなど生物が存在していた

形跡を表すものすべてを「化石」といい、また必

ずしも石のようになったものばかりでな。く、氷づ

けのマンモス、琥珀中の昆虫のようなやわらかい

部分をもつものもあることをこの単元において理

解させる。

化石は生物の存在の痕跡である一方、その生物

が死んだ時点から岩石、砂、泥のような無機質な

ものと同様に、風化、侵食、運搬作用を受け、堆

積物として地層の一一部を形成することを示す。こ

れはただ化石が生物の生存を表す痕跡というだけ

でなく、地球の歴史を知る上で重要な役割を化石

に与えることになる。その役割とは、1つめに生

物の進化過程を表すこと、2つめにその生物が生

存していた古環境を表すこと、3つめに化石を産

出する地層の堆積した時代、および不連続な地層

の時代的関連を表すことの3つがあり、化石を調

べることによりこれらのことが明らかにされ、地

球の歴史が人間のJ1で復元されてきた、というこ

とを川解させる。

また、自分の手で化石を取り出し、古環境を考

察する探究活動を実際に行うことによって、地球

の歴史がどのように復元されるのかを体験させ、

科学のおもしろさ、地学への興味・関心を育生す

る。

b.本校の教育課程との関連

本校では1年次に理科Iの一分野として地学領

域を全員が履修し、その後理系を除いて地学を選

択することはできない。このことを十分に考慮し

て学習を進められるよう留意する。

c.系統的に見た位置

中学校においては、化石は生物の遺体やあとか

たであり、過去の自然環境を知る手がかりになる

ことを学習している。化石そのものに関しての学

習は行われておらず、化石そのものを扱うのは本

単元が初めてである。他の地学分野との関連は、

地層の対比を行う際に、特徴的な化石を使用して

地層の新旧関係などの時代的関連を明らかにする、

という前述の化石の役割のうち3つめにあげたも

のが使われている。また地質時代の区分は、生物

の進化により行われており、生物の進化を知るに

はもちろん化石が必要になる。

地球の過去に関するできごとは、そのほとんど

すべてが化石から明らかにされており、化石はい

ろいろな角度から検討され、地球の歴史を知るよ

い道標となっているのである。

(7)指導計画(3時間完了)

a.化石とは 1時間

b.微化石から古環境を考察する 2時間

(8)指導目標

a.第1時「化石とは」

科学的探究活動を行うにあたって、地球の過去

を探る一つの方法として化石を扱うために、化石

とは何かを正確に把握し、その役割を理解させる

ことが本時の目標である。

化石とは、生物の遺骸そのものだけでなく、生

物の生存していた痕跡をも含み、役割として以下

の3つがあげられることを理解させる。

A.古い時代のものから新しい時代のものへ生
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物の進化を知ることができる。

B.現生の生物と対比して、化石となった生物

が生存していた当時の古環境を知ることができる。

C.化石の産出した地層の時代を決定したり、

不連続な地層の時代的関係を明らかにすることが

できる。

b.第2時「微化石から古環境を考察するー①」

上記の化石の役割のうち、B.の「古環境を考

察できる」、C.の「地層の堆積した時代を決定

できる」を実際に生徒により深く理解させるため

に微化石を取りあげる。微化石は大型化石を産出

しないような地層にも含まれていること、個体数

が多いため統計的に処理することができ、時代決

定や古環境を明らかにする上で有効なことを理解

させる。

微化石を使用するのは、大型化石と違い一般的

に触れる機会はないが、堆積岩中から自分の手で

容易に化石を取り出す活動ができるからである。

今回は微化石の中でも比較的処理・鑑定の簡単な

有孔虫化石を使用することにした。

大型化石ならば露頭から探し出すということに

相当する、微化石を室内において堆積物中(堆積

岩中)から分離する作業を行うことにより、実際

に化石を自分の手で探し出すことも体験させる。

c.第3時「微化石から古環境を考察するー①」

第2時において砂岩から分離した有孔虫化石を

顕微鏡で観察し、補助プリントの化石写真と比較

して種類を鑑定させる。また種類別に個体数を数

えて組成を求め、補助プリソトの資料にもとづい

て試料とした砂岩の堆積した海の古環境を考えさ

せ、地質時代を決定させる。

地学分野では、時間的空間的なスケールが大き

く、現象を定性的にしか扱えない場合が多いが、

今回の実習により客観的なデータを基に古環境、

地質時代を考察できることを体験させる。地学分

野においても定量的に扱える場合があることを理

解させ、単元のまとめとする。

(9)指導過程

a.第1時「化石とは」
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b。第2時「微化石から古環境を考察するー①」
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c。第3時「微化石から古環境を考察するー①」

-109-



細山,藤堂:自主的な探究心を育

む「化石」の指導



愛
知

教
育

大
学

教
科

教
育

セ
ン

タ
ー

研
究

報
告

第
1
7
号

1
1
1



-
1
1
2
-

細
山
,
藤
堂
:
自
主
的
な
探
究
心
を
育
む
「
化
石
」
の
指
導


